
令和５年度 とよかわ市民協働推進計画実施施策評価結果 

【評価結果一覧】 

方針名 施策名 委員会評価 

市民活動に関する情報収集・提供 
紙媒体による情報提供の充実 4 

インターネットなどの効果的な活用 4 

人 材 育 成 と 協 働 意 識 の 醸 成 
担い手の育成と活用 4 

協働意識の醸成 4 

市 民 活 動 団 体 の 支 援 

活動拠点の充実 4 

財政的支援などの充実 4 

人的支援の充実 4 

市民協働推進の仕組みづくり 
推進・連携体制の整備 4 

協働事業の評価・公表 4 

 ※委員会評価の点数は、裏面にある５点満点評価の数値を使い配点をしています。 

【委員会意見】 

総合評価については、９施策すべてが４点であり、具体策の目的達成度や効果は計画ど

おりであると評価します。 

基本方針１「市民活動に関する情報収集・提供」 

実施施策１「紙媒体による情報提供の充実」 

市民活動に関する情報について、企業等が発行する情報誌や新聞の掲載回数が増加し、

紙媒体による情報提供の充実が図られていることを評価します。今後も、広く地域住民の

方々に情報が届くよう、新聞等の紙媒体での情報発信が積極的に行われることを期待しま

す。小学生への町内会に関する出前講座においては、町内会活動啓発冊子を配布し、町内

会の魅力発信、町内会に親しみやすい環境づくりが行われています。今後は、中学生への

働きかけも行い、引き続き町内会活動への参画意識を醸成することを期待します。 

実施施策２「インターネットなどの効果的な活用」 

昨年度に引き続き市民活動広報リポーターの原稿提供件数と情報発信回数がともに増加

しており、市民活動やボランティアの情報が広く発信できていることを評価します。また、

あいち電子申請届出システムによる講座等の申込件数が増えており、時間や場所を選ばず

に申し込みができる環境が整備されています。インターネットの活用については、より一

層、LINEや Instagramといった若い世代が日常的に使用している様々な SNSを活用し、若

年層に対して市民活動への参加を促す方法の検討が必要です。 

基本方針２「人材育成と協働意識の醸成」 

実施施策１「担い手の育成と活用」 

若者ボランティア体験講座に多くの若者が参加したことは、今後の担い手育成に有効な

ことだと評価します。講座で体験したことを生かせるよう、育成した人材の活躍の場づく

りなど、受講者をより実践的な活動につなげる仕組みを構築してくことを期待しています。 

実施施策２「協働意識の醸成」 

企業向け出前講座が実施できており、より多くの企業に社会貢献活動への理解を促進す

る姿勢が伺えます。今後は、企業の参画意識を高めるためにも、出前講座の認知度を上げ

る方法の検討が必要です。 

基本方針３「市民活動団体の支援」 



実施施策１「活動拠点の充実」 

新たにボランティア・市民活動団体応援事業所を設置し、活動場所等を提供いただける

企業が１４件登録されたことを評価します。今後はその周知を徹底し、利用促進が図られ

ることを期待します。また、コミュニティの拠点はそれぞれ老朽化が進んでいるため、計

画的に整備を進めていくことを期待します。 

実施施策２「財政的支援などの充実」 

結ネットの応援事業所について、２９件の事業所から電子回覧板事業への理解が得られ

たことを高く評価します。電子回覧板の本格運用にあたり、今後も電子回覧板事業への町

内会の参画を促進するとともに、財源の健全な運用に務めてください。市民協働推進事業

補助金については、事業費に余裕のある団体の応募が目立ち、応募のハードルが高い仕組

みとなっているため、今後、見直しを検討する必要があります。 

実施施策３「人的支援の充実」 

町内会アドバイザー派遣事業は、地域の状況に応じたアドバイスをもらえる貴重な機会

であり、地域の課題を解決するために有効な取り組みと評価します。事業終了後も、新た

な課題が発生しても町内会が自主的に対応できるように、継続的なフォローが必要です。 

基本方針４「市民協働推進の仕組みづくり」 

実施施策１「推進・連携体制の整備」 

市民活動団体からの提案が多数実現したことは、市民との協働の実現を図るうえで、大

きな成果です。令和５年度の豊川市制施行８０周年事業の実施については、協働事業につ

いて多くの関係団体・市民に呼びかけ、しっかりと連携して、事業が盛り上がることを期

待しています。また、令和４年度から始まったまちづくりコーディネーター人材バンクは、

人材が活躍する機会を提案するなどして、制度が機能するよう努めてください。また、社

会貢献活動を行おうとする企業と、その力を必要とする町内会や市民活動団体とのマッチ

ング機能強化を進める必要があります。 

実施施策 2「協働事業の評価・公表」 

市で取り組む協働事業を、市ホームページを活用し、広く公表できています。更なる周

知を図るため、デザインや検索方法等については、改善が図られることを期待します。 

引き続き、とよかわ市民協働推進計画を計画的に遂行し、「地域と行政がしっかりと支え

ているまち」に進んでいくことを期待します。 

参考 

【評価基準】 

評価点 評 価 基 準 

5 具体策の目的達成度や効果は非常に良好であり、継続して行うべきである 

4 具体策の目的達成度や効果は良好であり、継続して行うべきである 

3 具体策の目的達成度や効果は計画どおりであり、継続して行うべきである 

2 具体策の目的達成度や効果が少し不十分であり、内容の一部見直しを要する 

1 具体策の目的達成度や効果が不十分であり、根本的見直し、または中止を要する 

【評価の方法】 

評価は、実施施策ごとに事業実績報告書と目標指標実績報告書を確認し、目的達成度

や効果などを客観的に評価して、次の基準により実施する。 


